
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

★ Ｄ 17 - 4 - 7 （前回提出：平成30年8月）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【当面の事業概要】

【事業位置図】※関連する基幹事業:D-17-12

事業実施箇所

上水道災害復旧事業※

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

区　　分

1,857千円 平成30年度事業費提 出 済 額

▲ 43千円

事業番号

事業費 内　　訳 回答日

18,072 （千円）

織笠地区（跡浜区域）都市再生区画整理飲用水供給施設整備事業

16,258千円

　本事業は、織笠地区（跡浜区域）土地区画整理事業地内における水道施設整備を行
い、被災者の早期再建を図るものである。

事業費 備　考

（前回申請時：27,959千円）（9,887千円の減）

事業期間

H30.12～H31.3

R1.8～R1.12

事業年度

合 計 18,072千円

1,814千円（実績)

事業費合計 18,072千円

【基幹事業との関連性】

　本事業は織笠地区（跡浜区域）土地区画整理事業に関連した事業であるが、事業区
域内の水道施設を整備することにより、事業区域内の土地利用促進を図るものであ
る。

要綱上の事業名称 (11)飲用水供給施設・排水施設整備事業

細要素事業名

全体事業費

平成30年度事業費（入札差金による減）

H30.10.25

今 回 提 出 額
16,258千円 令和元年度事業費

※東日本大震災により被災した沿岸部の水道施設等に係る災害復旧事業。元々
あった箇所の現地復旧を本事業で実施（国道45号沿いについては、震災後、線形
変更があったことから、新しい線形に沿って復旧。）。
なお、同復旧事業で対応できない、本件土地区画整理事業により新たに整備され
た宅地へ飲用水を供給するために必要となる水道管について、本事業により新設
整備するもの。

平成30年度

令和元年度 本工事費

測量設計費

事業内容

水道管 φ75 28.5m

水道管 φ50 346.0m

水道管 φ20 60.0m

消火栓 1基



参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 23 - 14 - 5 （新規事業）

【事業概要及び東日本大震災の被害との関係】

【基幹事業との関連性】　※関連する基幹事業：D-23-6

【事業期間】

【当面の事業概要】
＜令和元年度＞

備品購入費

事業費合計

【事業位置図】

【参考　集会所について】

・鉄骨平屋建て

・延床面積：451.50㎡

・集会所対象区域の現住世帯数：526世帯

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

別紙のとおり。

4,228千円

　東北地方太平洋沖地震・大津波により甚大な被害を受けた織笠地区においては、住
宅を失った被災者の居住の安定を図るため、防災集団移転促進事業、都市再生区画整
理事業及び災害復興公営住宅整備事業により面整備等を行い、被災者の住宅再建を進
めているところである。
　本事業は、「★D23-14-1織笠地区集会施設整備事業」により整備した集会所に備品
を整備することで利便性を向上させ、復興事業により整備された住宅地及び周辺宅地
住民による一体的なコミュニティの形成及び活動を支援するものである。

4,228千円

　本事業は、織笠地区防災集団移転促進事業を中心とした周辺地区住民のコミュニ
ティ形成を支援するためのものであり、基幹事業の効果を促進するものである。

織笠コミュニティセンター（451.50㎡）の備品

令和元年６月～７月（集会所は令和元年６月完成）

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

事業番号

要綱上の事業名称 （19）被災者へのコミュニティ活動支援事業

細要素事業名 織笠地区集会施設備品整備事業

全体事業費 4,228 （千円）

回答日

合 計 4,228千円

提 出 済 額
今 回 提 出 額 4,228千円 令和元年度事業費

区　　分 事業費 内　　容


